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１．事業運営主体概要 

対象事業所の名称 ライフカレッジ 西宮の沢 

運営法人の名称 サクシード株式会社 

運営法人の代表者名 代表取締役 佐々木 史子 

運営法人の所在地 

 

札幌市西区八軒１条西１丁目３－１５ 

Tel ０１１－２１５―５１３８ 

Fax ０１１－２１５―５５８３ 

共用する施設 ・ナーシングホームレラ西宮の沢 

他の介護保険関連の事業 ・サービス付き高齢者住宅 

 

２．事業所概要 

事業所の名称 ライフカレッジ 西宮の沢 

事業所の目的 

 本事業は、要介護又は要支援の者に対し、利用者の社会的孤立

感の解消及び心身の機能の維持並びに利用者の家族の身体的及

び精神的負担の軽減を図るため、必要な日常生活上の世話及び機

能訓練を行うことにより、その利用者が可能な限りその居宅にお

いて、その有する能力に応じ自立した日常生活を営むことができ

るよう支援することを目的とする、また、併せて通所介護事業は、

利用者の心身機能の維持回復を図り、もって利用者の生活機能の

維持又は向上を目指すものとする。 

事業所の運営方針 

・事業所において提供するサービスは、介護保険法並びに関係す

る厚生労働省令、告示の趣旨及び内容に沿ったものとする。 

・利用者の人格を尊重し、常に利用者の立場に立ったサービスの

提供に努めるとともに、個別の通所介護計画又は札幌市通所型

サービス計画を作成することにより、利用者が必要とする適切
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なサービスを提供する。 

・利用者及びその家族に対し、サービスの内容及び提供方法につ

いてわかりやすく説明する。 

・適切な介護技術をもってサービスを提供する。 

・常に、提供したサービスの実施状況の把握及び評価を行う。 

事業開始年月日 令和６年 ２月 １日 

保険事業者指定番号 札幌市 事業所番号 第０１７０４０６１１０号 

事業所の所在地等 

札幌市手稲区西宮の沢５条１丁目１３‐１０ 

Tel ０１１－６８８－５３６１ 

Fax ０１１－６８８－５３６２ 

敷地概要 敷地面積  ２６２７．５９㎡ 

建物概要 
構造   鉄筋コンクリート、（４階建 １階部分） 

延床面積  ３０５７．３８㎡ 

設備の概要 
居間及び食堂１ 機能訓練室１ 浴室１ トイレ５ 洗面所６ 

静養スペース 2 相談室１ 台所１ 談話コーナー１ 

管理者名 齋藤 純 

利用定員 ３０名 月火木金 ・ ２５名 水 （午前・午後の二部制） 

営業日及び営業時間 

営業日：月曜日から金曜日まで 

    （１２月３１日から１月１日を除く） 

営業時間：午前８時３０分から午後５時３０分まで 

運営の事業の実施地域 札幌市手稲区、西区  

サービス提供時間 
午前８時５０分から午前１１時５５分の３時間０５分 

午後１時１０分から午後４時１５分の３時間０５分 

防犯設備 

避難設備の概要 

・火災受信機 ・消火器 ・非常警報装置 ・非常出口誘導灯 

・煙探知機 

緊急時の対応方法 主治医又は協力医療機関に連絡し、適切な措置を講じる。 

損害賠償責任保険加入先 あいおい損害保険株式会社 

交通の便 JR バス（手稲追分下車、徒歩５分） 
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３．職員体制 

 （１）職員の職種、員数 

職員の職種 
員

数 

常勤 非常勤 保有資格 

専従 
兼務 

(兼務する職種) 
専従 

兼務 

(兼務する職種) 
 

管理者 
１

名 
 

１名 （生活相談員 

介護職員） 
  介護福祉士 

生活相談員 
３

名 
 

１名（管理者）  

２名（介護職員） 
  介護福祉士 

介護職員 
10

名 
６名 

１名（管理者） 

２名（生活相談員） 
１名  

介護福祉士 

初任者研修 

認知症介護基礎研修 

看護職員 
１ 

名 
 

２名 

（機能訓練指導員） 
  

正看護師 

准看護師 

機能訓練指導員 
３

名 
１名 ２名（看護職員）   

理学療法士 

看護師 

准看護師 

＊看護職員の不在日には協力医療機関 訪問看護ステーションれら の看護職員による 健康チェ

ックとなります。 

 

（２）職員の職務内容 

職員の職種 職  務  内  容 

管理者 

事業所の従業者の管理、指定通所介護及び札幌市通所型サービスの利用の

申し込みに係る調整、業務の実施状況の把握その他の管理を一元的に行う

とともに、従事者に事業所運営に必要な指揮命令を行う。 

生活相談員 利用者及び家族の相談、利用計画、日程プログラム等のサービス調整を行う。 

介護職員 利用者の日常生活の支援及び送迎を行う。 

看護職員 利用者の健康管理及び医療との連携を行う。 

機能訓練指導員 要介護状態等の軽減又は悪化防止のために機能訓練を行う。 
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４．勤務体制 

管理者 常勤（８：３０～１７：３０） 

生活相談員 常勤（８：３０～１７：３０） 

介護職員 常勤（８：３０～１７：３０） 

看護職員 常勤（８：３０～１７：３０） 

機能訓練指導員 常勤（８：３０～１７：３０） 

 

５．サービス及び利用料等 

(１)サービス及び利用料 

  （保険給付サービスについては包括的に提供され、下記の基本料金表のとおり要介護度等 

  等に応じて定められた金額（省令により変動あり）が自己負担となる。） 

保
険
給
付
サ
䤀
ビ
ス 

身体介助（日常生活

上の援助等） 

利用者の身体状況に応じた食事、入浴、排泄等の日常生活上の援助

を行う。 

生活相談（相談援助

等） 

利用者又は家族からの相談に誠意を持って応じ、可能な限り必要な

援助を行う。 

日常生活上の機能訓

練 

日常生活の中で離床援助、屋外散歩同行、家事共同、レクリエーシ

ョン、行事等により生活機能の維持、改善に努める。 

健康状態の確認 
看護師による利用者の健康状態の把握を行うとともに必要に応じ

て医療との連携支援を行う。 

食事の提供 
利用者の身体状況、嗜好、栄養バランスに配慮した食事を提供する。

（食費は給付対象外） 

入浴の機会の提供 利用者の希望に応じて入浴の機会を提供する。 

送迎 利用者の自宅と事業所との間の送迎を行う。 

その他 
利用者の洗濯、清掃、着替え、整容などの日常生活上の世話や利用

者の趣味・嗜好に応じた活動の支援を行う。 

保
険
給
付
外
サ
䤀
ビ
ス 

食費 昼食５６０円、おやつ１０８円、（飲み物も含みます。） 

特別食の提供 
・身体状況に応じた食事形態での提供（きざみ食、経管栄養等） 

（とろみ材については自己負担です） 

教養娯楽（アクティ

ビティ、レクリエー

ション）の提供 

・アクティビティ、レクリエーションの機会の提供 

（利用者が希望される場合、材料費、有料施設の入場料・交通費等 

は、自己負担です） 
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（２）介護負担適用分（1割負担） 

 

① 基本利用料（1回あたり）        

            単位    負担額  

要介護１ 370 単位 376 円 

要介護２ 423 単位 429 円 

要介護３ 479 単位 486 円 

要介護４ 533 単位 541 円 

要介護５ 588 単位 597 円 

※令和 6年 4月改定 

 

➁ 加算利用料金（1日あたり）            加算利用料金（1月あたり） 

           単位   負担額                      単位   負担額   

個別機能訓練加算(Ⅰ)イ 56 単位 57 円  個別機能訓練加算(Ⅱ) 20 単位 21 円 

個別機能訓練加算(Ⅰ)ロ 76 単位 77 円  ADL 維持等加算(Ⅰ) 30 単位 31 円 

入浴加算(Ⅰ) 40 単位 41 円  ADL 維持等加算(Ⅱ) 60 単位 61 円 

入浴加算(Ⅱ) 55 単位 56 円  生活機能向上連携加算(Ⅰ) 100 単位 102 円 

若年性認知症利用者受入加算 60 単位 61 円  生活機能向上連携加算(Ⅱ) 200 単位 203 円 

サービス提供体制強化加算(Ⅰ) 22 単位 23 円  口腔機能向上加算(Ⅰ) 150 単位 153 円 

サービス提供体制強化加算(Ⅱ) 18 単位 19 円  口腔機能向上加算(Ⅱ) 160 単位 163 円 

サービス提供体制強化加算(Ⅲ) 6 単位 6 円  栄養改善加算 200 単位 203 円 

    科学的介護推進体制加算 40 単位 41 円 

介護職員等処遇改善加算（Ⅰ）イ  所 定 単 位 数 の 1 1 . 1％ 加 算     

介護職員等処遇改善加算（Ⅰ）ロ  所 定 単 位 数 の 1 2 . 0％ 加 算     

介護職員等処遇改善加算（Ⅱ）イ  所 定 単 位 数 の 1 0 . 9％ 加 算     

介護職員等処遇改善加算（Ⅱ）ロ  所 定 単 位 数 の 1 1 . 8％ 加 算     

介護職員等処遇改善加算（Ⅲ） 所 定 単 位 数 の 9 . 9％ 加 算     

介護職員等処遇改善加算（Ⅳ） 所 定 単 位 数 の 8 . 3％ 加 算     

※令和 8年 6月改定 

 

（３）ご負担額合計 

要介護１  

 

① 基本料金 + ② 加算利用料金 + 食費 

要介護２ 

要介護３ 

要介護４ 

要介護５ 
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（２）介護負担適用分（２割負担） 

 

① 基本利用料（1回あたり）        

           単位      負担額  

要介護１ 370 単位 751 円 

要介護２ 423 単位 858 円 

要介護３ 479 単位 972 円 

要介護４ 533 単位 1,081 円 

要介護５ 588 単位 1,193 円 

※令和 6年 4月改定 

 

➁ 加算利用料金（1日あたり）            加算利用料金（1月あたり） 

              単位  負担額                   単位 負担額 

個別機能訓練加算(Ⅰ)イ 56 単位 114 円  個別機能訓練加算(Ⅱ) 20 単位 41 円 

個別機能訓練加算(Ⅰ)ロ 76 単位 154 円  ADL 維持等加算(Ⅰ) 30 単位 61 円 

入浴加算(Ⅰ) 40 単位 81 円  ADL 維持等加算(Ⅱ) 60 単位 122 円 

入浴加算(Ⅱ) 55 単位 112 円  生活機能向上連携加算(Ⅰ) 100 単位 203 円 

若年性認知症利用者受入加算 60 単位 122 円  生活機能向上連携加算(Ⅱ) 200 単位 406 円 

サービス提供体制強化加算(Ⅰ) 22 単位 45 円  口腔機能向上加算(Ⅰ) 150 単位 305 円 

サービス提供体制強化加算(Ⅱ) 18 単位 37 円  口腔機能向上加算(Ⅱ) 160 単位 325 円 

サービス提供体制強化加算(Ⅲ) 6 単位 12 円  栄養改善加算 200 単位 406 円 

    科学的介護推進体制加算 40 単位 81 円 

介護職員等処遇改善加算（Ⅰ）イ  所 定 単 位 数 の 1 1 . 1 ％ 加 算     

介護職員等処遇改善加算（Ⅰ）ロ  所 定 単 位 数 の 1 2 . 0 ％ 加 算     

介護職員等処遇改善加算（Ⅱ）イ  所 定 単 位 数 の 1 0 . 9 ％ 加 算     

介護職員等処遇改善加算（Ⅱ）ロ  所 定 単 位 数 の 1 1 . 8 ％ 加 算     

介護職員等処遇改善加算（Ⅲ） 所 定 単 位 数 の 9 . 9 ％ 加 算     

介護職員等処遇改善加算（Ⅳ） 所 定 単 位 数 の 8 . 3 ％ 加 算     

※令和 8年 6月改定 

 

（３）ご負担額合計 

要介護１  

 

② 基本料金 + ② 加算利用料金 + 食費 

要介護２ 

要介護３ 

要介護４ 

要介護５ 
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（２） 介護負担適用分（３割負担） 

 

① 基本利用料（1回あたり）        

            単位    負担額  

要介護１ 370 単位 1,126 円 

要介護２ 423 単位 1,287 円 

要介護３ 479 単位 1,458 円 

要介護４ 533 単位 1,622 円 

要介護５ 588 単位 1,789 円 

※令和 6年 4月改定 

 

➁ 加算利用料金（1日あたり）            加算利用料金（1月あたり） 

               単位  負担額                  単位  負担額 

個別機能訓練加算(Ⅰ)イ 56 単位 171 円  個別機能訓練加算(Ⅱ) 20 単位 61 円 

個別機能訓練加算(Ⅰ)ロ 76 単位 231 円  ADL 維持等加算(Ⅰ) 30 単位 92 円 

入浴加算(Ⅰ) 40 単位 122 円  ADL 維持等加算(Ⅱ) 60 単位 183 円 

入浴加算(Ⅱ) 55 単位 168 円  生活機能向上連携加算(Ⅰ) 100 単位 305 円 

若年性認知症利用者受入加算 60 単位 183 円  生活機能向上連携加算(Ⅱ) 200 単位 609 円 

サービス提供体制強化加算(Ⅰ) 22 単位 67 円  口腔機能向上加算(Ⅰ) 150 単位 457 円 

サービス提供体制強化加算(Ⅱ) 18 単位 55 円  口腔機能向上加算(Ⅱ) 160 単位 487 円 

サービス提供体制強化加算(Ⅲ) 6 単位 18 円  栄養改善加算 200 単位 609 円 

    科学的介護推進体制加算 40 単位 122 円 

介護職員等処遇改善加算（Ⅰ）イ  所 定 単 位 数 の 1 1 . 1 ％ 加 算     

介護職員等処遇改善加算（Ⅰ）ロ  所 定 単 位 数 の 1 2 . 0 ％ 加 算     

介護職員等処遇改善加算（Ⅱ）イ  所 定 単 位 数 の 1 0 . 9 ％ 加 算     

介護職員等処遇改善加算（Ⅱ）ロ  所 定 単 位 数 の 1 1 . 8 ％ 加 算     

介護職員等処遇改善加算（Ⅲ） 所 定 単 位 数 の 9 . 9 ％ 加 算     

介護職員等処遇改善加算（Ⅳ） 所 定 単 位 数 の 8 . 3 ％ 加 算     

※令和 8年 6月改定 

 

（３）ご負担額合計 

要介護１  

 

③ 基本料金 + ② 加算利用料金 + 食費 

要介護２ 

要介護３ 

要介護４ 

要介護５ 
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６．サービス利用に当たっての留意事項 

飲酒・喫煙 

①飲酒については、他の利用者の迷惑にならない範囲でお願いし

ます。 

②喫煙は、決められた場所でお願い致します。 

金銭・貴重品 
①高額な金銭や貴重品をお持ちになりますと紛失の恐れがありま

すので極力お避け下さい。 

宗教活動等 ①宗教活動・政治活動は御遠慮下さい。 

ペット ①ペットの持ち込みは御遠慮下さい。 

病気等 
①風邪、発熱等、身体状況によっては、御利用を中止して頂く事

がありますので御了承下さい。 

 

７．非常災害対策 

防火管理者 齋藤 純 

非常災害時の対策 
別に定めた消防計画に基づき、非常災害時の関係機関への通報及

び連携体制の整備などの非常災害への対策を講ずる。 

避難訓練 年２回実施 

 

８．苦情相談機関等 

苦情相談窓口 
ライフカレッジ 西宮の沢  管理者 齋藤 純 

℡（０１１）６８８－５３６１ Fax（０１１）６８８－５３６２ 

苦情処理の体制・流れ 

１ 利用者又は家族等から詳しい事情を聞くとともに、関係       

職員からも事情を聞く。 

２ 問題点を把握し、管理者、生活相談員及び介護従業者等で解決策を

検討・調整する。（必要に応じて検討会議を行う） 

３ 検討後速やかに、問題の解決策について、利用者及び家族等に説明

し了承を得るとともに、具体的な対応を行う。 

４ 苦情の内容等に関する記録を行う。 

５ 問題の解決後も、その改善状況について随時点検を行い、再発防止

に努める。 

 

 

 

 

外部苦情申立て機関 

 

 

 

○北海道福祉サービス運営適正化委員会 

 札幌市中央区北２条西 7丁目 かでる２・７ ３階 

 ℡（０１１）２０４－６３１０ 

○北海道国民健康保険団体連合会 

 札幌市中央区南２条西１４丁目 国保会館 

 ℡（０１１）２３１－５１６１ 

○その他、札幌市保健福祉局保健福祉部介護保険課や各区役所の保健福

祉部保健福祉課にもご相談できます。 
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９．第三者による評価の実施状況 

第三者による評価の

実施状況 

□ あり 

実施日  

評価機関名称  

結果の開示 □あり  □なし 

☑ なし 

 

１０．事故発生時の対応 

事故発生時の処置 

サービスの提供により事故が発生した場合には、利用者の家族及

び当該利用者に係る居宅介護支援事業所等に連絡を行うととも

に、必要な措置を講ずる。また、必要に応じて市町村に報告する。 

損害賠償 賠償すべき事故が発生した場合には速やかに損害賠償を行う。 

事故後の措置 
事故の状況及び事故に際して採った処置について記録するととも

に、事故の原因を解明し、再発生を防ぐための対策を講ずる。 

 

１１．その他の重要事項 

秘密保持 

サービス担当者会議等において、利用者及びその家族の個人情報を

用いる場合はあらかじめ文書により利用者及びその家族の同意を

得る。 

身体不拘束 

・サービス提供に当たっては、利用者の生命又は身体を保護するた

めに緊急やむを得ない場合を除き、身体拘束は行わない。 

・緊急やむを得ず身体拘束を行う場合には、文書にて利用者及び家

族に説明し同意を得る。 

研修 

従業者の資質向上を図るための研修の機会を次のとおり設ける 

ものとし、また、業務体制を整備する。 

 ・採用時研修   採用後３ヶ月以内 

 ・継続研修    年１回 

虐待防止 

・虐待の防止のための対策を検討する委員会を定期的に開催すると

ともに、その結果について、従業者に周知徹底を図る。 

・虐待の防止のための指針を整備する。 

・従業者に対し、虐待の防止のための研修を定期的に実施する。 

・前３号に掲げる措置を適切に実施するための担当者を置く。 

・事業所は、サービス提供中に、当該事業所従業者又は養護者（利

用者の家族等高齢者を現に養護する者）による虐待を受けたと思

われる利用者を発見した場合は、速やかに、市町村に通報するも

のとする。 
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令和   年   月   日 

 

（事業者）    事業名  ： 指定通所介護事業所・札幌市通所型サービス 

                ライフカレッジ 西宮の沢 

          

所在地  ： 札幌市手稲区西宮の沢 5条 1丁目 13 番 10 号 

          

         説明者  ：                印 

 

 私は、契約書および本書面に基づいて重要事項の説明を受けたことを確認し同意しました。 

 

（利用者）    住所   ：  

          

         氏名   ：                印 

 

  （利用代理人）  住所   ：  

 

           氏名   ：                印 

 

           ご本人との関係   ： 


